
■人口の将来展望（人口ビジョンより） 

（１）今後の施策による効果 

今後の施策による人口の自然動態への効果として「合計特殊出生率の上昇（出生数の増加）」、社会動態

への効果として「社会増加（転入人口の増加、転出人口の抑制）」を見込んだ小浜市独自の推計を行う。 

推計の基準年は 2010 年であり、2015 年の推計値には今後の施策を反映できないため、パターン１（社

人研推計準拠）に準ずる。 

① 合計特殊出生率 

・2015年はパターン１（社人研推計準拠）の設定値（1.67）を使用し、2020年以降は 2060年を 2.30（学

生、新成人を対象としたアンケート調査での欲しい子どもの数の平均値）とし、2015 年（1.67）から

等間隔で上昇するものとして設定。 

 

 

② 社会増加 

・2020 年は、これまでの趨勢に基づく社会減を各種施策による社会増が相殺する（社会増減がプラスマ

イナスゼロになる）ものとして設定。 

・2025 年以降の推計値には、産業振興・雇用創出、移住・定住、子育て支援等の施策による社会増加分

として、年間 100 人程度をパターン１（社人研推計準拠）に上乗せ。社会増加分は、0 歳～44 歳の年

齢階級で 2010 年の構成比により按分。20 歳代、30 歳代の女性については、特に重点的に取り組むも

のとして、構成比の２倍を配分させる。 

 

 

（２）目標人口 
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（％） ■年齢３区分別の人口割合

2020年の 
施策効果 
約 0.1 

2060年の 
施策効果 
約 0.6 

2020年の 
施策効果 
約 180人 

2060年の 
施策効果 
約 480人 

27,088 
26,578 26,500 

27,939 

29,155 

2020年の 
施策効果 
約 300人 

2060年の 
施策効果 
約 9,000人 

趨勢による社会移動に加えて、施策効果による社会増加として年間 100 人程度を見込む 

14,731 



■目標人口の実現に向けた方策 

（１）総合戦略における４つの柱と数値目標 

2060年の目標人口の実現に向けて、長期的な展望のもとに戦略的なまちづくりを進めます。 

総合戦略では、「人口減少対策に特化した５年間（平成 27年度～平成 31年度）」の施策の方向性を定めるとともに、ＫＰＩ（重要業績評価指標）を設定し、計画の進捗管理を徹底します。 

その後、総合戦略による取り組みを足がかりとして、各種施策を継続・発展させることにより、人口減少を抑制し、長期的な回復を目指します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今後５年間に重点的に取り組む事業（目標人口の達成と特に関連が強い事業） 

 

 

 

 

■ＯＢＡＭＡで充実ライフパッケージ（出産時の年齢に応じた育児準備金を給付） 

■子育て関連情報発信事業（子育て関連情報の一元化 ⇒ 各種支援サービスの周知、小浜市のライフス

タイルのＰＲ ⇒ 中長期的な転入者数の増加） 

■ＯＢＡＭＡで愛（出会い）応援事業（結婚を希望する県外女性を迎え出会いの機会を創設するなど、

独身者への結婚啓発イベント等婚活事業） 

 

■ＯＢＡＭＡで充実ライフパッケージ（就職、結婚・出産、マイホームの新築など、ライフステージに合わ

せた特典のパッケージ化 ⇒ 定住の促進） 

■ＯＢＡＭＡでワーキングプロジェクト（小浜の仕事情報と魅力の継続的な発信、地元志向の向上） 

■空き工場等活用事業、まちなか等活力支援事業（市内における雇用の場の創出、産業の振興） 

■新規就農研修体制構築事業（市外就農希望者受け入れ体制整備、定住の促進） 

■経済循環型水産業構想（藻場造成や養殖漁業等生産拡大と加工技術のブランド化等による販売促進） 

■基盤産業の強化（海外を含む販路拡大等による基盤産業および関連企業の強化ならびに雇用基盤安定化） 

総 合 戦 略 に お け る ４ つ の 柱 

（今後の施策の方向、基本目標） 
実 績 値 

目標人口の実現に関連する数値目標（赤字：目標人口の根拠となる指標） 

総合戦略の目標（2019年） 
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産業の振興、安定した雇用の創出による働きやすいまち 

若い世代、特に女性層の雇用創出を図るため、職種や雇用条件、生活環境の不適合などによる雇用のミスマ

ッチを解消に向けた戦略的な企業誘致を進めるとともに、起業に対する支援など起業マインドの醸成に向けた

取り組みを図ります。 

また、農林水産業や箸製造・食品加工といった地域経済循環の基盤となる基幹産業の支援・育成を図り、雇

用基盤の安定に向けた取り組みを進めます。 
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出 

・企業誘致、新規創業に

よる雇用創出数 

約 60人 

（H22～26合計値） 

・企業誘致、新規創業による雇用創

出数（５年間） 

300人（H27～31） 

定住人口の維持、交流人口の拡大による出会いのあるまち 

小浜市出身者の市外への流出を抑制するとともに、小浜市外からの移住を促進することで定住人口の維持を

図ります。 

また、ＩＣＴを活用した日本遺産などの地域資源の魅力発信により、誘客力の向上と地域ブランドの確立、

交流人口の拡大を図ります。 

人
口
の
社
会
増
加 

・社会増減 

388人の社会減（H21～25） 

・観光交流人口 

167万人（H26） 

・社会増減 

H32までの社会増減を±ゼロ 

・観光交流人口 

200万人（H31） 

若い世代の希望を実現し、次代を担う人を育むまち 

結婚、妊娠、出産、子育ての各段階に応じたきめ細やかな施策に取り組むことで、結婚や希望する子どもの

数など、若い世代の希望を実現するとともに、子育て環境の向上を図り、次代を担う人を育みます。 

出
生
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の
増
加 

・合計特殊出生率 

1.60（H21～25） 

 

・合計特殊出生率 

1.73（H31） 

・20～39 歳女性の転入超過数 

110人（H27～31） 

誇りと愛着を持ち、安心して住み続けられるまち 

小浜市民や小浜市への移住希望者が小浜市で生活することの素晴らしさを実感し、安心して暮らせるよう

に、「ひと」と「しごと」の好循環を支える「まち」の活性化、利便性の向上を図ります。 

また、学校教育等を通じて、ふるさとを愛する心を醸成するとともに、協働のまちづくりや広域的な連携に

ついても取り組みを推進します。 
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・住みやすいと感じてい

る市民の割合 

67.6％（H27） 

 

・住みやすいと感じている 

市民の割合 

75％（H31） 

人口の社会増加（転入者数の増加、転出者数の減少） 出 生 数 の 増 加 

31,340人（H22国勢調査） 人口 約 29,200人（2020 年（H32）） 


